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１．南丹市の概要 

本市は、京都府のほぼ中央部に位置し、総面積 616.31km

2

（京都

府の 13.4％）であり、京都府内では京都市に次ぐ広さを有してい

る。京阪神の主要都市からも近く、高速道路や鉄道などの広域交通

網が充実している。他方、緑豊かな自然に恵まれた地域で、市域の

88％に相当する約 540km

2

を丹波山地が占め、北部を由良川が、中・

南部を淀川水系の桂川（大堰川）が流れ、その間に標高 100ｍ程度

のいくつかの山間盆地が形成され、南部は亀岡盆地につながってい

る。本市の人口は約 33,000 人であり、製造業や医療・福祉、卸・

小売業、農林業が主な産業となっている。 

本市における主要な地域資源としては、豊かな自然環境、都市圏

への交通環境、高付加価値の農業生産、自然や文化の観光資源など

があげられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 計画策定の目的 

2.1 南丹市の目指すすがた 

（１）市民主導のまちづくり 

本市は、豊かな自然と日本のふるさとともいえる風景に抱かれながら、都市近郊という立地を活

かして、産業や教育、福祉・保健・医療の充実を図ってきた。総合振興計画において、これからは、

家庭や地域、企業や学校、そして行政といったそれぞれの立場で、一人ひとりがまちづくりの担い

手であるという自覚をもって、お互いに支援し協力しあう仕組みを構築することとしている。その

ため、「みんなの笑顔元気を合わせ 誇りときずなで未来を創る」を“まちづくりのテーマ”として、

住んでいる地域や世代を超え、まぶしい笑顔、そしてやる気いっぱいの元気を合わせて、誇りとき

ずなを大切に、いつまでも生きがいをもって安心して定住できる、未来の南丹市をみんなで創造す

ることとしている。また、10 年後の本市の姿を「森・里・街がきらめくふるさと南丹市」とし、私

たちの誇りであり、長い時間の中でつくられてきた暮らしの舞台である、ここにしかない「森」「里」

図 1-1 南丹市位置図 

図 1-2 芦生の森 図 1-3 農産物 図1-4 美山かやぶきの里 
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「街」に磨きをかけ、これから大きく変わろうとする時代にきらめく、いつまでも住み続けたいふ

るさとを目指している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）地域特性を踏まえたまちづくり 

本市では、各地域の産業、自然、歴史、文化資源やこれまでのまちづくりの蓄積を十分に活かし

た地域整備、市街地整備を図ることを目的として、自然環境に配慮した適切な土地利用の誘導を図

る「ゾーン」、地域活動の基盤となる「拠点」、さらにまちの骨格となる「交流軸」を位置づけ、以

下のように将来のまちのすがたを示している。 

■ゾーン形成 

市を《ふれあいの森ゾーン》《やすらぎの田

園ゾーン》《にぎわいの市街地ゾーン》《癒しの

里山ゾーン》の４つに区分し、それぞれのゾー

ンが持つ特色を踏まえた地域整備を行うこと

としている。ふれあいの森ゾーンでは、芦生原

生林等の豊かな自然環境、重要伝統的建造物の

かやぶき民家群を保存・活用した都市農村交流

を中心とした地域おこしなど、やすらぎの田園

ゾーンでは、南丹市八木農村環境公園や南丹市

八木バイオエコロジーセンター（ＹＢＥＣ）な

どの施設を活かした農・畜産ブランド化の推進

などの産業振興など、にぎわいの市街地ゾーン

では、交通の利便性を活かした企業誘致の推進、

地元商業の活性化など、癒しの里山ゾーンでは、

景勝地るり渓高原などの四季を通じて楽しめ

る自然と温泉を生かした、観光とレクリエーシ

ョンを中心とした地域整備などを進める。 

生きがい定住都市構想 やすらぎの郷構想

きずなと交流のネットワーク構想 きらめきパートナーシップ構想

生涯充実して暮らせる都市を創る

自然・文化・人を生かした郷を創る

⼈・物・情報を⾼度につなげる 共に担うまちづくりの仕組みを築く

・子育ての支援

・社会教育の充実

・地域福祉の充実

・住環境の整備

・企業誘致 など

・自然環境の保全

・資源循環社会の形成

・農林⽔産業の振興

・伝統文化の保存継承

・観光の振興 など

・広域交通網の整備

・道路ネットの整備

・交通システムの整備

・情報の双方向活用

・商業の振興 など

・人権の尊重

・協働市⺠参画の推進

・大学等との連携

・地域づくり

・人材育成 など

〈まちづくりのテーマ〉

みんなの笑顔 元気を合わせ

誇りときずなで未来を創る

〈将来の南丹市のイメージ〉

森・⾥・街がきらめくふるさと 南丹市

図 2-1 南丹市総合振興計画基本構想 

図 2-2 将来のまちのすがた構想図 
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■拠点形成 

広域交流軸沿線にあって、商業や医療、行政サービス施設が集積する園部の市街地を中心とする

地域を都市拠点と位置づけ、市街地整備による多様なサービスの集積を図る。また、八木、日吉、

美山地域の暮らしの中心となる地域を、都市拠点と連携しながら行政サービスと住民活動を支援す

る機能の集積を図る地域拠点として位置づけている。 

■交流軸形成 

《広域交流軸》 

京都縦貫自動車道、国道9号、162号、372号、477号の広域幹線とＪＲ山陰本線を「広域交流軸」

と位置づけ、活発な交流と物流を促すための整備を促進する。 

《地域交流軸》 

地域間を連絡し、主軸幹線と鉄道・高速道路などとを連絡する市内の主要な府道、市道および

広域農道を「地域交流軸」と位置づけ、安全で安心できる道づくりを進め、地域住民の交流を促

進する。 

 

 

2.2 活用推進計画の目的 

南丹市総合振興計画や南丹市環境基本計画等において、従来の大量生産、大量消費、大量廃棄型の

ライフスタイルを見直し、環境負荷の低減に努め、限りある資源を大切にし活かすことで、将来にわ

たり良好な暮らしを保つとともに、まちの持続的な発展を目指すこととしている。 

バイオマス活用推進計画においても、市民、事業者、市などそれぞれが、ごみの減量化、再資源化

を進めることにより、住みよいまちづくり、地域産業の活性化を図る。また、現在既に行われている

市民主体の振興会でのまちづくりの取り組みやNPO法人主体の地域資源利用の取り組みを進めるとと

もに、それらと農林業や地域づくりを有機的に連携させることにより、資源循環を通じた地域活性化

が図られるよう地域、事業の繋がりを構築する。  

図 2-3 バイオマス活用イメージ図 
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３ 計画の期間 

バイオマスの活用により地域資源の循環を進めるためには、中長期的に取り組むべき課題もあるこ

とから、平成 27 年度から平成 36年度までの 10ヶ年を計画期間とする。なお、計画を着実に推進する

ため、中間年の平成 31 年度に計画の中間評価を行い、最終年の平成 36 年度に事後評価を実施するこ

ととする。 

 

４ バイオマスの活用の現状と目標 

4.1 これまでの取り組み 

本市では、家畜排せつ物の循環利用を目的に、平成 9 年度に南丹市八木バイオエコロジーセンター

を建設した。これにより、家畜排せつ物からエネルギー、たい肥・液肥が利用できるようになり、地

域資源として循環利用している。この取り組み以来、食品廃棄物や木質バイオマス、水力等の地域資

源を活用した循環型社会形成のための取り組みを進めてきている。平成 20年には「南丹市バイオマス

タウン構想」を策定し、市全域でバイオマスの利活用に取り組み、家畜排せつ物や食品廃棄物、下水

汚泥等の廃棄物系バイオマスについては、利用率が 70％から 86％に向上している。また、廃食用油の

バイオディーゼル燃料化など、タウン構想に位置づけのない新たな取り組みも展開している。 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-1 バイオマス利用のこれまでの取り組み 
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4.2 活用状況 

平成 26年度の南丹市におけるバイオマスの利用状況を表 4-1 に示す。家畜排せつ物は全てたい肥利

用されているほか、食品廃棄物はメタン発酵処理やバイオディーゼル燃料化を進めている。しかしな

がら、未利用のバイオマスも多く存在していることから、今後は、現在利用しているバイオマスの継

続的な利用及び未利用バイオマスの新たな利用方法の確立が必要となっている。 

 

 

 

 

  

循環

利⽤量

循環

利⽤率

H26年 H26年

家畜

排せつ物

⽜ふん尿

豚ふん尿

鶏ふん

64,062

メタン発酵

たい肥化

64,062 100%

食品

廃棄物

食品工場残さ

生ごみ

廃食用油

9,468

メタン発酵

たい肥化

BDF

5,901 62%

汚泥

（脱⽔汚泥）

農業集落排⽔汚泥

下⽔汚泥

し尿系汚泥

2,160 たい肥化 1,186 55%

木質

バイオマス

林地残材

製材工場残材

16,823

敷料

水分調整材

焼却

1,220 7%

単位のない数字はトン／年

循環利⽤は、バイオマスを製品の原材料として利⽤すること（⼆次利⽤等を含み、農林⽔産物を⾷品の原

材料として利⽤することその他の農林⽔産物を本来の⽤途に利⽤することを除く。）⼜はエネルギー源と

して利⽤することをいう。

分類 バイオマス

賦存量 循環利⽤⽅法

表 4-1 バイオマス循環利用状況 
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（１）家畜排せつ物 

家畜排せつ物（乳牛ふん尿、肉牛ふん尿）の多くは八木町で発生しており、その大部分の処理は、

平成 9 年に旧八木町に建設された南丹市八木バイオエコロジーセンター（ＹＢＥＣ）で行っている。

八木町以外の園部町、日吉町、美山町ではたい肥センターが整備されているほか、畜産環境整備リ

ース事業等によって、個人でたい肥舎を整備している畜産農家もあり、本市における家畜排せつ物

は全てたい肥化され、市内のみでなく、市外においても肥料として利用されている。 

 

南丹市八木バイオエコロジーセンター 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・発電設備：バイオガス発電 

（名称:南丹市八木バイオエコロ

ジーセンター） 

 発電出力：70kW×２基 

80kW×１基 

25kW×３基  

 発電電力量：150 万 kWh/年 

・燃料：地域の家畜排せつ物等 

（メタン発酵させて発電） 

    65.2ｔ/日量最大 

（家畜排せつ物・食品廃棄物）  

 

‧ 家畜ふん尿の循環利用を目的に平成 9 年に整備。 

‧ 湿式メタン発酵施設とたい肥化施設を有し、畜産農家から持

ち込まれる家畜排せつ物（乳牛ふん尿）と市内の食品工場か

ら出る食品廃棄物（おから、豆乳、廃牛乳等）からたい肥・

液肥を製造。また、メタン発酵施設から出るメタンガスから

発電を行い、売電や施設内電力等に利用。 

‧ 平成 21年度に「南丹市液肥利用協議会」が設立され、農業者、

農協、大学、公社等の様々な会員で構成され、液肥の利用拡

大に努めている。 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

南丹市八木バイオエコロジーセンター 

（ＹＢＥＣ） 

ＹＢＥＣ処理フロー 
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（２）食品廃棄物 

本市では、フードロスの削減、ごみの減量化に努めており、誘致企業（株式会社虎屋、男前豆腐

店株式会社、雪印メグミルク株式会社）から出る豆かすや豆乳、廃牛乳等の食品残さをＹＢＥＣに

て処理し、再生利用の取り組みを進めている。 

一般廃棄物は、隣り合う京丹波町と共同で設置する一部事務組合の船井郡衛生管理組合で収集、

処理を行っている。家庭から排出される生ごみは、他の可燃ごみと一緒に収集され、民間事業者（カ

ンポリサイクルプラザ株式会社（ＣＲＰ））で焼却処理及びメタン発酵処理されている。また、廃食

用油回収も行い、市民環境団体や民間事業者と連携してバイオディーゼル燃料（ＢＤＦ）により、

幼稚園送迎バスなどの燃料として利用されている。 

 

カンポリサイクルプラザ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

‧ 主に食品工場からの食品廃棄物や家庭ごみの循環利用を目

的に平成 16年に整備。 

‧ 乾式メタン発酵施設等を有し、高温の嫌気性発酵により、可

燃性のバイオガスの回収及び残さのたい肥への有効利用を

図っている。 

‧ 得られたバイオガスは、場内作業車に利用するほか、発電を

行い場内電力として利用。また、たい肥についても地元農家

へ販売。 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

カンポリサイクルプラザ 

（ＣＲＰ） 

原料 生ごみ、汚泥、剪定枝　など

メタン発酵槽 乾式嫌気性メタン発酵(高温)

ガスホルダー 210m³

発電機 660kW

バイオガス回収施設 50t/日　24h

ＣＲＰ処理フロー 
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廃食用油のＢＤＦ化 
  

 

‧ 廃食用油利用のための事業を平成 22年より実施。 

‧ 廃食用油の回収は、市民環境団体（南丹市の環境を守り育て

る会、ＮＰＯ法人南丹市エコタウン推進協議会）等が中心と

なって行ってきており、市役所や支所、公共施設を中心に廃

食用油回収拠点を拡大。 

‧ 回収した廃食用油は民間事業者（株式会社レボインターナシ

ョナル（レボ社））によりＢＤＦに精製され、幼稚園送迎バ

スなどの燃料として利用。 

‧ ＢＤＦの広域利用に取り組む「京都モデル」の構築を目指し、

京都府、京都市、京丹後市、宮津市等と連携して取り組んで

いる。 

 

（３）下水汚泥 

本市の保有する汚水処理施設は、特定環境保全公共下水道処理施設、農業集落排水処理施設があ

り、処理施設からの汚泥のほとんどは、船井郡衛生管理組合が収集・処理している。下水汚泥は、

脱水処理をしたあと、し尿処理施設（京都中部クリーンセンター）にて焼却処理や一部民間処理会

社へ委託して処理している。また、京都府が設置管理する流域下水道施設では、発生する汚泥をた

い肥化、焼却処理されており、当該施設は平成 28年度に本市へ移管されることとなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

廃食用油 

回収拠点 

ＢＤＦ 

供給拠点 
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（４）木質バイオマス 

市域の約 88％を森林が占めている本市では、林業も盛んに行われているが、製材工場残材や林地

残材の多くが未活用である。山林を多く抱えている日吉町、美山町の森林組合では、計画的な間伐

等木材利用の取り組みが進められており、特に日吉町森林組合の取り組みについては、バイオマス

白書や各種メディアに取り上げられているところである。また、美山町森林組合では、木質バイオ

マスボイラを設置した宿泊施設へ木材チップを年間通じて供給している。他方、製材工場の端材は、

燃料、製紙原料等に利用されている。 

 

木質バイオマスボイラの導入 
 

 

‧ 宿泊施設である河鹿荘の温浴施設加温、暖房を目的に平成

23年度に整備。 

‧ 美山町森林組合の加工センターからチップを供給。 

  

 

‧ ボイラは温度制御が可能となっており、風呂の温度を一定に

保つよう火力調整を自動で行う仕組みとなっており、チップ

の炉への補給も自動で行える。 

‧ 石油ボイラも非常用として備えているが、基本的に木質バイ

オマスボイラのみで対応が可能。 

 

 

 

 

 

 

木質バイオマスボイラ 

チップ供給フロー 
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（５）地域資源の利用 

本市では、豊かな自然資源を有効活用するため、小型の水力発電施設の整備を進め、地域のエネ

ルギーとして活用している。芦生地区では、マイクロ水力発電施設を整備し、台風や積雪による災

害時にも供給可能な電源としての活用が見込まれる。また、環境教育の観点からも、環境学習の拠

点施設としての活用が見込まれる。 

 

マイクロ水力発電施設の整備 
 

 

  

 

‧ 地域資源の有効活用を目的に平成 23年度に整備。 

‧ 由良川源流に位置する水路の水と落差を利用して、超小型水

力発電機を４台設置。 

‧ 発電した電気は芦生山の家にて使用し、独立電源として蓄電

し、施設の電源として利用。 

‧ 一部は電力会社の電線と系統連携し、山の家全体の補助電源

として利用。 

 

 

  

マイクロ水力発電施設 
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4.3 バイオマス利用の課題等 

（１）家畜排せつ物 

ＹＢＥＣでは、家畜排せつ物を施設容量限界まで受け入れており、今後は、施設規模を含めた施

設のあり方及びたい肥、メタン発酵消化液等の生成物の幅広い活用方法を検討する必要がある。ま

た、液肥の利用拡大を図り、安定的な資源循環を行う必要がある。 

 

（２）食品廃棄物 

本市の持つ湿式メタン発酵施設（=YBEC）、乾式メタン発酵施設（=CRP）を効率的に利用するた

めの仕組みが必要である。また、廃食用油の回収については、一部地域に限られているため、参加

地域、回収方法等の検討が必要である。 

 

（３）下水汚泥 

桂川中流流域下水道が京都府から本市へ管理移管されることに伴い、市の下水処理量が増加する

ため、新たな利用方法が考えられるようになる。 

 

（４）木質バイオマス 

間伐材や製材端材など未利用の木質バイオマスがあり、それらを利用するための原料確保、需要

拡大等の流通システム等に関する検討が必要である。 

 

 

 

―――ＹＢＥＣからの消化液の利用促進――― 

家畜排せつ物等を嫌気的に微生物に分解させると、メタンガスが発生する。メタンガスを回収する

と、ボイラや発電に利用できる。また、メタン発酵後の消化液は肥料として利用することができる。

このメタン発酵技術を利用すれば、潜在的なエネルギーをうまく活用した循環型の家畜ふん尿利用が

できる。 

これを実践しているのが、「南丹市八木バイオエコロジーセンター（ＹＢＥＣ）」である。本市は、

全国に先駆けて、家畜排せつ物等を利用したメタン発酵施設を導入し、家畜排せつ物等を集めてメタ

ン発酵させたのち、発生した電気・熱を主に場内利用し、たい肥・液肥を作物の肥料として利用して

いる。しかしながら、液肥については、メ

タン発酵による発生量に対して利用量が

多くない。このため、余った液肥について

は、浄化して河川に放流している。この浄

化に多大な費用がかかることや、循環利用

の観点からも、この液肥の利用を促進しな

ければならない。 

本市では、農業公社、農業者等と連携し
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て、液肥の利用促進のために、「南丹市液肥利用協議会」を設立し、近年利用量が増加傾向にあるが、

年間約 20,000m

3

の発生に対して、利用量は約 5,000m

3

に留まっているため、更に液肥利用を推進する計

画である。また、利用時期についても、主に水田に施用する状況から、春、夏、冬の一時期に限られ

ている。現在、ＹＢＥＣの液肥利用はＹＢＥＣを中心とした半径 10km 圏内であるが、一時的な液肥貯

留施設の建設や液肥利用時期の平準化のために、利用の大部分を占める水稲以外の路地野菜への利用

などを推進していくことも必要である。 

 

 

 

 

 

  

図 4-2 ＹＢＥＣ消化液散布状況（2014） 

 消化液散布地点 

園部地域、 八木地域、 亀岡市 

 

   

5km 
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4.4 バイオマスの利用目標 

本市では、4.2 で記載した課題に対応し、現在実施しているバイオマス利用に加え、新たに未利用の

バイオマスを活用することで、平成 36年度までに、表 4-2 のとおり、バイオマスの利用量を増加させ

ていくことを目標とする。なお、目標の設定にあたっては、現時点でのバイオマス賦存量等を元に算

出しており、今後、次章以降に記載する取り組みの検討・具現化を進めていく中で、目標循環利用率

等を精査していくこととする。 

 

 

  

 

 

  

H26年 H36年 H26年 H36年

家畜

排せつ物

⽜ふん尿

豚ふん尿

鶏ふん

64,062

メタン発酵

たい肥化

64,062 64,062 100% 100%

食品

廃棄物

食品工場残さ

生ごみ

廃食用油

9,468

メタン発酵

たい肥化

BDF

5,901 8,934 62% 94%

汚泥

（脱⽔汚泥）

農業集落排⽔汚泥

下⽔汚泥

し尿系汚泥

2,160

メタン発酵

たい肥化

1,186 1,951 55% 90%

木質

バイオマス

林地残材

製材工場残材

16,823

敷料

水分調整材

焼却

1,220 6,971 7% 41%

単位のない数字はトン／年

循環利⽤は、バイオマスを製品の原材料として利⽤すること（⼆次利⽤等を含み、農林⽔産物を⾷品の原材料として利⽤することその他

の農林⽔産物を本来の⽤途に利⽤することを除く。）⼜はエネルギー源として利⽤することをいう。

目標循環利⽤量 目標循環利⽤率

循環利⽤⽅法賦存量

バイオマス分類

表 4-2 バイオマス循環利用目標 
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５ バイオマスの活用に関する取組内容 

5.1 目標達成のための取組方針 

本市での現在のバイオマスの活用に関する取り組みを深化させ、更なるバイオマス活用を進めるた

め、以下の観点から取り組みを進めていく。 

（１）景観、文化を組み合わせた自然資源の利用 

本市のもつ日本の原風景といわれる景観や自然資源、そこで受け継がれてきた文化と融合しなが

ら、水力、木質バイオマス等を有効活用する。 

 

 

 

（２）近隣自治体との連携によるバイオマス利用 

ＢＤＦの原料回収、製品供給を京都府内の自治体と連携して取り組む「京都モデル」の構築を推

進する。 

 

 

 

 

 

 

 

⾥⼭の持つ、景観、⽂化を活⽤しながら、⽔⼒、⽊質バイオマス

等の自然資源を有効活用

・木質バイオマスの普及

・⽔資源の有効利⽤

・ＢＤＦの活用

・観光入込客の増加

河⿅荘同様温浴施設を持つ施設に木質バイオマスボイラの導入を

推進。薪ストーブ等の普及拡大

⼩⽔⼒発電施設や上掛け⽔⾞の設置を検討

Ｂ５軽油の供給拠点を整備。

環境配慮型エネルギーの普及やＮＰＯ等の⾏う⾃然⽂化体

験・利⽤と合わせて、観光⼊込客数を増加
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（３）様々なバイオマスを組み合わせた効率的な利用 

湿式・乾式メタン発酵施設を効率的に利用しながら、下水汚泥、生ごみ分別による家庭生ごみ等

の新たな原料を受け入れ、更なるエネルギー利用を促進させる。さらに、メタン発酵消化液の農地

利用の促進や新たな利用方法の開発を図る。 
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5.2 具体的な取り組み内容 

（１）景観、文化を組み合わせた自然資源の利用 

本市には、農村景観や豊かな資源環境が豊富に存在し、日本の原風景ともいえるかやぶき民家群

が存在していることから、これらの地域資源を保全し活かしながら都市農村交流を中心とした地域

興しを推進する。そのなかで、豊かな自然環境を享受し、森林資源を活用した木質バイオマスボイ

ラの導入、水資源を活用した小水力発電施設の導入を行う。これらの取り組みとＮＰＯ法人等の活

動を連携させるとともに、エコツーリズムを通じた自然、伝統の保全、人材育成を行っていく。こ

れにより、里山エリアの定住人口の増加と観光による域内経済の活性化を図る。 

 

事業主体 市、ＮＰＯ法人等 

導入技術 木質熱利用、小水力発電、廃食用油ＢＤＦ化 等 

施設整備 

木質バイオマスボイラ、薪ストーブ、小水力発電施設、 

ＢＤＦ供給基地 等 

概算事業費 

薪ストーブ助成１／４（上限 10万円）、小水力発電施設設置 10百万円 

ＢＤＦ供給基地 22百万円 等 

原料調達先 間伐材、製材端材、各家庭からの廃食用油 

製品販売先 

各家庭への薪ストーブの導入、温浴施設への木質バイオマスボイラの導入、

小水力発電からＦＩＴ制度を活用した売電、ＢＤＦを混合した軽油の一般

販売 

 

  

  

  

 

 

 

木質バイオマスボイラ 
上掛水車 

観光シーズンの美山 ＢＤＦの農機具利用 
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（２）近隣自治体との連携によるバイオマス利用 

現在、平成 25年度から地域バイオディーゼル流通システム技術実証事業を活用し、ＢＤＦの広域

連携利用についての共同研究を行っている。また、京都府及び近隣市町とＢＤＦの広域利用を推進

するための「京都府内市町村バイオディーゼル燃料等普及促進広域連携協議会」を設立しており、

当該協議会の自治体等によるＢＤＦの広域利用を行う「京都モデル」の構築を推進していく。今後、

ＢＤＦの供給施設を整備するとともに、現在ＮＰＯ法人が中心になり活動している廃食用油の回収

拠点の拡大を図り、本市を日本初のＢ５軽油（CF-5）の本格普及都市とする。 

 

事業主体 ＮＰＯ法人、民間事業者 等 

導入技術 廃食用油ＢＤＦ化 

施設整備 廃食用油回収拠点、ＢＤＦ供給基地 等 

概算事業費 ＢＤＦ供給基地 22百万円 等 

原料調達先 市内外の食品加工施設、家庭からの廃食用油 

製品販売先 ＢＤＦを混合した軽油の一般販売 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

京都モデルイメージ 回収拠点 
供給拠点 
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（３）様々なバイオマスを組み合わせた効率的な利用 

ア．ＹＢＥＣを中心としたバイオマスの複合利用 

本市にあるＹＢＥＣ等の既存のインフラ施設を活用しながら、賦存する様々なバイオマスを複合

的に利用し、市全体の廃棄物系バイオマスの処理経費削減を目指した経済性を伴ったバイオマス複

合利用システムを検討する。複合的に利用するバイオマスとしては、生ごみ、工場からの食品廃棄

物、下水道汚泥等の湿潤バイオマスに加え、木質バイオマスの利用も視野におく。 

 

事業主体 市、民間事業者 等 

導入技術 たい肥化、湿式メタン発酵によるバイオガス発電・熱利用、固形燃料化 等 

施設整備 メタン発酵施設、液肥貯留施設 等 

概算事業費 メタン発酵施設等 1,500百万円 等 

原料調達先 

既存の乳牛ふん尿等に加え、新たに市内から下水汚泥、食品廃棄物、剪定

枝 等を受け入れ 

製品販売先 電力会社への売電、農業者へのたい肥・液肥販売、固形燃料の一般販売 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＹＢＥＣ新処理フロー 
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イ．ＣＲＰを中心とした家庭系生ごみの分別回収 

生ごみ分別は、生ごみ減量の推進、資源循環型社会の促進、環境負荷の低減につながる。これは

一般ごみの広域化処理で実証されており、本市の広域交流軸を使用し、生ごみ分別の広域化を実現

すれば市町村の財政負担軽減にもつながる。本市の人口は 3.4 万人であり、近隣市町を合わせれば

人口 10万人以上の規模となる。将来的に、乾式メタン、湿式メタンの長短を融合させ、更に広域化

処理のメリットを拡大し、家庭生ごみの大規模な食品リサイクルループを作ることも検討する。 

 

事業主体 市、船井郡衛生管理組合、民間事業者 等 

導入技術 嫌気性生分解プラスチック袋（バイオ資源袋）の導入 等 

施設整備 乾式メタン発酵施設等既存施設の利用 

概算事業費 分別収集体制、バイオ資源袋の導入範囲等により検討 

原料調達先 

各家庭からの生ごみ 

ＣＲＰへは、これまで受け入れている食品廃棄物や家庭一般ごみなども受

け入れ 

製品販売先 電力会社への売電、天然ガスの利用、農業者へのたい肥販売 

 

 

 

 

 

 

 

 

CRP を活用した生ごみ分別回収 
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ウ．メタン発酵消化液の新たな利用（微細藻類への利用） 

ＹＢＥＣで発生した消化液と CO

2

を利用して微細藻類の光合成を促し、培養したクロレラを機能性

飼料として家畜の飼料に混合するものであり、企業、大学研究機関、市内養鶏農家、八木町農業公

社が組織する協議会が実証研究を行い、将来的には経済性が確保された一貫システムを構築し、農

業者自らが地域バイオマス循環系を運営することを目指している。 

 

事業主体 市、民間事業者、農業者 等 

導入技術 消化液を利用した機能性飼料の開発 

施設整備 実証試験の結果を踏まえて検討 

概算事業費 実証試験の結果を踏まえて検討 

原料調達先 ＹＢＥＣの消化液を利用 

製品販売先 家畜のエサとして利用 
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5.3 取り組み工程 

それぞれの取組工程を表 5-1 に示す。景観、文化を組み合わせた自然資源の利用では、既に調査が

終了している小水力発電施設の設計・施工に取りかかるとともに、木質バイオマスボイラの利用拡大

に向けた調査等を実施する。近隣自治体との連携によるバイオマス利用については、現在実施してい

る廃食用油のＢＤＦ化を推進するとともに、京都府下自治体の参画を促し「京都モデル」の確立を推

進する。様々なバイオマスを組み合わせた効率的な利用については、ＹＢＥＣを中心とした下水汚泥

等の新たなバイオマスの受け入れに関する調査、計画を進めるとともに、ＣＲＰへの家庭生ごみの分

別収集を本格化させる。また、実証試験中のＹＢＥＣの消化液を用いた微細藻類の培養については、

実証試験結果を基に実用化の判断を行う。 

 

表 5-1 取り組み工程表 

 

 

 

 

 

  

H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36

景観、文化を組み合わせた自然資源の利用

木質バイオマスボイラ

木質バイオマスストーブ

水資源利用 小水力発電施設

回収・供給拠点設置

広域連携

近隣自治体との連携によるバイオマス利用

回収・供給拠点設置

広域連携

様々なバイオマスを組み合わせた効率的な利用

ＹＢＥＣを中心としたバイオマスの複合利用

既存施設の効率的利用 施設の改築

新たなバイオマスの活用 下水汚泥、剪定枝等

ＣＲＰを中心とした家庭系生ごみの分別回収

家庭生ごみの利用 嫌気性生分解性ごみ袋

メタン発酵消化液の新たな利用（微細藻類への利用）

微細藻類の飼料化 クロレラ培養

ＢＤＦ利用

ＢＤＦ利用

計画前期 計画後期

木質バイオマス利用

項目

導入調査・計画作成

設計・施工

運 用

回収拠点

の拡大

広域連携の拡大

供給拠点の検討

供給拠点の整備

府下全自治体参画

ＦＳ、基本計画作成

設計・

施工

運 用

導入拡大

運 用

下水汚泥・剪定枝等

利用検討

設計・施工

運 用

収集・資源化方法

の検討

ごみ袋の選定

運 用

府下自治体7割参画

回収拠点

の拡大

広域連携の拡大

供給拠点の検討 供給拠点の整備

府下全自治体参画府下自治体7割参画

実証試験ののち、実用化を検討
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６ バイオマスの利活用推進体制 

地域に広く薄く存在するバイオマスの活用に当たっては、バイオマスの原料調達から加工、流通（販

売）に至るまで、様々な者の係わりが必要である。そのため、本計画は、市役所、市民、事業者等が

連携し、参画できるような体制を構築し、計画を管理することとする。 

本計画を具体的に実施するために策定された「バイオマス産業都市構想」と同様な体制とし、バイ

オマス活用を一元的に管理するものとする。 

本計画の進捗の把握や管理、評価等を行う「計画検討委員会」、バイオマス産業都市構想に位置づけ

られた事業化プロジェクトを推進するための庁内担当課からなる「事業化プロジェクト推進会議」、

個々の事業化プロジェクト毎に協議会等を組織しており、大学等有識者、研究機関等による専門的な

指導・助言等により、関係者が一体となって課題解決に向けて取り組む体制を構築する。また、「南丹

市美しいまちづくり条例」に基づいて南丹市環境審議会が設置されており、必要に応じて本計画や産

業都市構想、各事業化プロジェクトの進捗状況や点検評価結果を審議会に諮問し、助言を得る。 

 

 

 

 

 

７ 地域推進計画の中間評価と事後評価 

本計画及び計画を具体化したバイオマス産業都市構想の計画期間、工程に合わせ、計画の策定から 5

年が経過した時点で、バイオマスの利用量・利用率及び具体的な取組内容の進捗状況を把握し、必要

に応じて目標や取組内容を見直す「中間評価」を実施する。また、計画期間の最終年度において、バ

イオマスの利用量・利用率及び具体的な取組内容の進捗状況、本計画の取組効果の指標について把握

し、事後評価時点の計画の進捗状況や取組の効果を評価する。 

 

農政課市民環境課

南丹市環境審議会

国・府

支援

報告

市民

パブコメ

意見

他自治体

連携

農林整備課

市民福祉部

計画検討委員会

諮問

企画政策部

下水道課

定住・

企画戦略課

農林商工部 上下水道部

事業化プロジェクト推進会議

答申

市 長

副市長

各事業化プロジェクト協議会等

事業管理 実施報告

図 6-1 バイオマス活用推進体制 
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（１）中間評価（平成 31年度） 

計画期間の 5年が終了する平成 31年度に実施する。 

バイオマスの利活用目標に整理したバイオマスの種類ごとに、5年経過時点での利用量、利用率を

整理する。また、取組工程のスケジュールについて、進捗状況を確認する。 

利用量の増加が少ない場合や、進捗が遅れている場合には、課題を整理し、必要に応じて目標や

取組内容を見直す。 

ア．種類別バイオマス利用状況 

バイオマス施設の利用状況、施設の受入量実績値や、事業者への聞き取り調査等を利用して算定

する。 

毎年実績値を収集することとし、把握方法も検証し、より正確な数値の把握、検証に努める。 

イ．取組の進捗状況 

３つの取組項目ごとに取組の進捗状況、課題を整理する。 

ウ．計画見直しの必要性 

上記バイオマスの利用状況や取組項目の課題から、計画の見直しの必要性について取りまとめる。 

 

（２）事後評価（平成 36年度） 

計画期間が終了する平成 36年度に事後評価を実施する。 

（１）の「ア．種類別バイオマス利用状況」、「イ．取組の進捗状況」に加え、表 7-1 に示す評価指

標により効果を測定する。また、計画期間全体の総合評価も行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア．改善措置等の必要性 

各取組の課題について、改善措置等を整理する。 

イ．総合評価 

計画全体の達成状況について記載する。「イ．改善措置等の必要性」や社会情勢の変化等を踏まえ、

計画期間終了後の目標達成の見通しについて整理する。市内計画検討委員会等に上記内容を報告し、

次期計画策定に向けた課題整理や今後有効な取組について検討し、結果を記載する。 

目　　　的 指　　　標 評価の方法

地球温暖化の防止 二酸化炭素排出削減量 導入プラントの運転実績により算定

廃棄物処分量

発生エネルギー量

灯油量に換算

既存産業の活性化

雇用者数 導入事業所へのヒアリング調査

バイオマス製品 製品の製造量及び利用実績を算定・評価

生産効率

イメージアップ

生産物への効果

経営安定

循環型社会の形成

農山村の活性化

モニタリング調査及び関係者へのアンケー

ト等により実施

プラントの導入実績を調査し、算定・評価

表 7-1 評価指標 
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